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長ゼはないかと思われる。天龍川右岸の堰堤の基部とな

る附近はヘレフリンタ状の破砕幣でできており，破砕作

用を受けた花嵩岩や，黒色の岩石が略々流路に沼りて露

出している。破砕幣の幅は20～30m一ごあつて岸に近い

所は黒雲母花嵐と半花崩岩質な岩石ぞ構成翻／ているg

破砕帯は岩質的に脆弱である（爲眞NO．7…No。10参照）。

堰堤の中心線から約50m下流の右岸接水部に、N400W

の方向で30。～40。南西に傾斜した断暦があつて上綿の

破砕幣，半花嵐岩と，主体璽花嵐岩とを章している・断

層帯は約20cm》で，その間は粘土化した花嵐岩と，同じ

く粘‡化した黒色片岩とによつて満たされている（寓

眞No．11－No，13参照）。この断暦は堰堤の下部におよん

でいると思われるが，堰堤の中心線に行われた試錐の現

在残つている資料では充分明らかに現われていない。左・

岸にも基部の岩盤を切る小断暦がある。すなわちN20。E

の方向ぞ400－500西へ傾斜したものぞあつて，これも

粘土化した幅，10cm内外の断暦幣奪持つている・（爲眞

No．14参照）。左右爾岸にみられるこれらの断暦は，天龍

　　　　　　　　　　　　　　　＄
川の流路で交わるものと思われるが，堰堤の上流の爾岸

ではそのいづれもの延長が見出ざれず，断層の前後関係

は明らかぞない。以上の外にほとんど東西方向に堰堤の

岩盤を切る裂目のような小断暦が左右爾岸に数本みられ

るo

以上の断暦は十方峡を通るものを除いてはいづれも小

規模なものぞあ万，堰堤建設に当つて，適当な処置を充分

に行えば差麦えないものと思われ，一また十万峡を通るも

のは直接堰堤工事に問題を与えるものとは思われない。

31結 語

以上短時日に行つた岩盤の調査の概要を述べたのであ

るが，地質学的見地からみて，本地域は堰堤建設地とし

て不適当な地点で『はない。右岸にみられる破砕帯にセメー

ント注入等適当な処置を行い，．また局部的にみちれる断

厨帯にも処置を行えば・良好な建設地の一つといヴこと

がゼきる。
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　　　　　　断層あ西側に於ける大瀬耳尺層の確認）

　　　　　　　　（附）　佐々川断層に関する一考察
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Report　ofりExamiηima㌻ion　of　Cores　from

Bore・hole　at　Senry豆Co叉liery　Seika：Min。Cgり

N⑳gasaki　Prefeet皿re，with　Some　Notes

　　　on　the“Sas我91awa：Fault”

　　　　　　　　by

　　　　　Hid6ho　Sawata．
　　In　ear1ナspring　of1951，the　author　ha（i

a　chance　to　ex＆mine　cores　from　the　under－

ground　bore－hole　at　SenτyO　Colliery。　He

found　some　interesting　facts　amollg　the　data

from　the　bore一車01e　an（i　its　neighboring　area．

　　These　facts　and　o重her　data　made　him

build　upa　hypothesis　on　the　Sasagawa　Fault，

the　most　f＆mous　structural　line　in　the　Sasebo

（H・kusyδ）C・alfield．

＊　燃料部

　　　　　　　1．緒　　　言
　筆者ほ昭和26年3肩，本所ならびに井華鉱業の協同

　作業による井華潜龍膿坑内A号試錐のコア〔検牧を命

　ぜられ，親しく現地においてこれが調査に当る機を得たら

　以下その報告をなすと，ともに，これ1ど附随して若干の　，

　考察を試みることとする。本調査に当り種々便宜を与

　えられ，また貴重な資料を供与し，かつその公表を許可　、

　された井華鉱業に対し深謝する。特に潜龍艦業所田熊礎

　務課長代理，中原測量係長，および測量室員の諸氏には

　格別の便宜を頂》・た。

　　　　　　　2、記　　　述
　本試錐は1950年秋より約6ヵ月に亘り施行されたも　’

、のぞ（9月15日から1951年3月17自蓬の204日聞を費

　し）井華潜龍磧現稼行炭暦松浦三尺からの潔度495ユm

　に達し，本試錐の主目的暦たる炭暦大瀬五尺には，中原

　係長の予想した深度をすぎること8。30m（深度松浦三尺

　から458．30m）で着炭した（位置は第1図の1b）。02の

　結果は日鉄鉱業神田彊において先年行われた試錐ととも

　に，佐々川断暦北東部における松浦三尺一大瀬五尺聞の

27一（27）
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　　　　第1図　　　位　　　置　　　図

①猪調断暦（潜胤断暦）　②せんりら騨　③佐々川断属

④佐々lli　⑤肥前吉井闘　a5号試錐　　b坑内A1号試錐

C　本卸大瀬五尺蓄炭点

暦序，炭層の賦況等に関する数少ない貴重な資料とな

るものであり，大瀬五尺は山丈約1m50，炭丈1mに近

く，rゴマ」および頁岩乃至粘土を数暦挾有し，硫黄少な

く，純炭力亨リーはz卜均8，000を越え，梢汝膨張する弱

粘結乃至粘結性炭で凌，ることが確認ざれたb

　顕微鏡酌研究その他炭質に関する調査は本所石炭課炭

質調査室において実施中である。

　　　　　　　　3．考　　　，察

　策2図における二つの柱斌図は阻図2にその位置を示

したように，「佐女川断層」を挾んで対称的にそれぞれ

該断暦を去るこ彦水李距離約1kmにある試錐5号，お

よび今亥雄行の坑内A号のそれである。坑内A号の岩相

の記載は筆者のそれと梢汝異るが，筆者は5号試錐のコ

アーを実見していないので，便宜上爾柱斌図とも中原係、

長の記載を使用した。この二つの柱獣図において，その

岩相および暦厚は非常によく似ており，炭暦の位置もあ

まり大きな差異ぼない。ただし炭暦「バントヤマ」と大

瀬五尺との聞に5号試錐においてはF大瀬三枚」，「大瀬

四枚」のいづれをも欠くが，坑内A号においては一炭暦

がみられるo

　家に附図3に示したのは，坑内A号試錐ならびに井華・

潜龍鵬本卸坑道の坑口から143mの地点（その位置は第

1図に示すC）1とおける大瀬五尺の二・うの炭柱図ゼ麦）

るoこれら詳つの炭柱図を比較してみると，かなりょく似

ておわ，蘇にその中上部は酷似し七いる。また5号試錐
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第2図試錐5号および坑内Al1号柱状図（井蕪鑛業にょる）

1：｝1at腿ur乱囑sanzyakU

2＝　NanaUeda
3：　Yunoki－ninユai　　　　，

411wais1－nimai

5＝撫sikivam乱　　A：01aystone
6：Bantoyama　　　　　B：8iltstone

730se－gosyak覗　　C：Sandstone

　　　　　　　D：Ooal　Se跳m
　　　　　　　E＝Fossi1

にみられた大瀬五尺の炭質は中原係長によれぼ，坑内A

号の大瀬五尺のそれに類似している由である。

　こめように松浦三尺から大瀬五尺に至お間の地層の岩

相および暦厚と，大瀬五尺の炭柱図とが，「佐六川断暦」

Z8一（呂8）
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を挾んだ東西爾側において余り変化がなく，また炭質

も伝えられるところによると，大きな差がないというこ

とは，大瀬五尺暦から松浦三尺に至る聞の地暦の堆積期

間においては，これら地点を覆う埴域は同一の堆積環境

にあつたのではないかと想像され畜oしかして松浦三「

尺の堆積以後，大きな蓮動が起つて現在の地質構i造を生

じたのぞはなかろうか。上記潜龍附近における事実は，

佐’々川断層南西延長を挨んぞ東西にある西川丙炭鵬と井
　サ
華芳ノ浦薩とにおいて，大瀬五尺一松浦三尺聞の岩相

暦厚，大瀬五尺の炭柱図，炭質につき相当の差のあるこ

とと著しい対照を示す。

いま自を潜龍の地からさらに南西に移し，「佐タ川断

暦」の知られた範囲を考えの中に入れることとする（第

ついて次のようにのべているoすなわち「佐，々川断暦ほ

志佐町淀江神肚西方ポり南し…βの浦・高島方面に走

り，延長22km，本（北松浦）炭田最大の地質構i造線にし

てこれを境界となして東西において炭層の走向・傾斜・

炭質等において甚だ異る。本断暦は地盤圧縮によりて

生成せるものにし七，常に西方は東方に衝動し，中央部

にて購差75・mを越える部あ．り・…佐々lll大断鱒を

境界とし，以西は（炭暦の走向傾斜は）一般に変動に富・

み，30度以上の傾斜を有する炭暦多く，以東は変動少なく

・5度以下の緩傾斜の処多し。…咋汝川断暦以卑に存する

…ほぼ志佐川漢谷に添い，西北西より東南東に走る向斜

軸を有する向斜構造，佐汝川断暦以西に存在する…ほぼ

李戸島と北松浦手島との閲の李戸海峡の方向に並走して
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．第4図 ①2井蘇潜龍5号試錐　　　②：同坑内A1号試錐
③3西川内鑛業筋　　④3井華芳ノ浦鑛　　⑤一⑤ノ亭野断暦
⑥一⑥！佐々川断暦　実線部は杵島暦癖

　　　　　破線部は佐世保暦鮮
4函％　この有名な断層は，1952年徳永重廉の発表した

佐世保伊万里炭田図1）において東落ちン，落差呂，000尺？P

として詑され七おり，1938年上治寅亥郎2）はこの断層に一

王）　徳永重康＝佐量保伊万里炭田とその地質時代，地學難誌，37－440，

　1925・
2）上治寅次郎＝北松哺淡田地質図，同読明書，．1938・

北欧東より南々西に走れる向斜構造…

の：二摺曲構造は本炭田において最も顕、

著なる構造にし七，西方の地塊は東方

の摺曲地塊に衝上せる構造を有し，佐一

，々川断暦はその衝上面の地表に露出せ

るものに他ならずと考察ざる」。、

1947年塩田勇夫・清原清人等は本所

炭田調査会にあつ七佐世保（北梱浦り

炭田を概査し，その報告3）においてこ

の断暦に論及し，その北方延長につ・

き，「子産坂北方にてはその位置明ら

　ずかぞないが一は栢木炭膿東方を過ぎ志

佐川に澹いて北に走るものと，他の一

つは栢本炭薩西方を過ぎ御厨方面に延

びる2断層にわかれるようゼある」と

のイているほかは，概ね上治の考えと

同様の考えを記している0　1

　さて上に先輩諸氏の佐麦川断暦に関

する記述を紹介したが，以下少しく現

在における筆者の考察をのべたい。潜

龍藤附近から南西にのびる佐女川断暦

とその附近の地質構造を模式的に描く

と附園4の如くなる。この図において

　　　　　　　　　　し佐た川断暦の西側に略汝これと準行し

て北々東一南々西に走るも一つの構造

線は，1949年，本所佐藤茂・一杉武治・

井上絢夫および筆者等の本炭田南西部

概査において卒野断暦として新しく記‘

載したものゼ麦，る4）が，この李野断暦と佐汝川断暦との

聞には1947年本所松本隆一・太田良李・古川俊太郎，5）　t

．3）　1947∫塩田勇美，清欝清人，布施保夫，和唄三男：長崎縣北松浦炭

　田北松庸地隔調査報告，地質調査所炭田調査會（来公刊）
4）　漂田，佐藤，一杉，井上3長崎縣北松浦炭出南涯部概査輻告，地質

　調査所月報2巻2号・1951●
5）・松李，太田，古川：高腸小高島附近i讃島および枯木島附謎諸嵩調査

　報告地質調査所知翻査會堺7・未公刊

29一（29）
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1949年岡田健次・原田種成，1）1950年松本・久保恭輔・

長浜春夫・岡田・春城清之助・原田・井上および筆者等

『
の
調

査2）にょり，九大松下教授の杵島厨群（筆者等の臼ノ

　　　　　　つくも浦地区における九十九島暦）が分布することが明らかに

された。一この杵島暦群およびその上にくる佐世保贋群は

上記爾断暦の聞に挾まれて北汝東に向つて沈降する一つ

の背斜構造を成し，これがさらに幾つかの断隙こよつて

断たれている。この爾断層に囲まれた背斜の部分を佐々

川魯ルストと名付けるならば，その西側は多くの断履を

有し，かつ地暦の傾斜はホルストに近い部分は勿論，こ

れからかなり離れた鹿町海岸においても琴0。・一300浅）るし・

はそれ以上の比較的急傾斜ゼあるめに対し，ホルスト

東側においてはその東縁を去ること僅々10数mにおい

て既に50±の緩傾斜を示し，区域全体としても一般に

極めて緩徐な構造を呈する。しかしてホルスト西側の江

F迎一李戸口r季戸島地区におい《は，長浜等の調査3）結

果によれば佐世保暦群最上暦たる野島暦は層厚2，000m

＋に達し，さらにこの上におそらく不整合の関係を以て

暦厚300m＋に建する新第三系と思われる地暦が堆積

し，しかもその傾斜は20。～400を示している・この事実

は佐六川ホルスト以西の地域が一種あ地向斜的傾向を有

し，そこゼは堆積と同時に沈降が行われていたものでは

ないかと思わしめる。

　上記のような地質構造と，最初にのべた潜龍附近の試

錐結果その他とに対し，一つめ試案的な考えξして次の

ものを提示する。

　西彼杵炭田西方海上において三菱鉱業の施行したドレ

　ッヂ，本所の施行した物理裸査，松島炭礎櫻井淳吾・皆

川新一・加藤正二の行つた地質調査結果，その他を総合

・すると，李戸島一五島一西彼杵手島に囲まれるこの海面

には広く古第三系が分布し，1その処欧に基盤岩たる花歯

岩類が面積数k燃2～100km2程度の塊状をなして露出し

ていることがしられる。附図5において，基盤は上記の　一

ような來炭古第三紀層の基盤岩，すなわち花嵐岩類また

．は結晶片岩類あるい嫉これら函者の混在するものとする。

この基盤岩上に先大津暦群・大辻暦群・杵島暦群および

佐世保贋群（あるいはこれ等の内その一部を欠くかもし

れないが遂次堆積し，潜龍附近1こおいて峠松浦三尺が堆

積した後に，現在の佐女川ホルストに相応する基盤が図

のように傾きながら上昇蓮動を起すに至ったが，南西部

の西川内一芳ノ浦地区においては既にこの時迄に同様の・

蓮動が麦，る程度進行していた（附図5b－c）。これと同時

1）岡田・原田3長崎縣北松浦炭田ノし十九學里島地画調査報告，地質調

　査所月報2懸1號，・1951．
2）澤田・松収久保，長潰・岡田：長崎縣佐世保炭田臼ノ浦地囁調査
　報告・1950・未公刊・略報は地質調査所月報1省2号・1950；春
　城，原田，i井上＝長崎縣佐世保炭田佐々地踵調査報告》1950・未公刊
3）　長濱：長崎縣北松浦郡手戸島附萢の地質・1951・・未公刊．　、

　　①．　　②
＋＋＋＋＋＠溝奪『

レ レ

論⑤〒寺＋＋7＋＋
　　　卜　　　　’レ

蓑群◎壽蕎藩

し

　　　　一磯ゑ諺’盤鐘
　　→πi髪魏劣聾茎・3L
　　　　　　　　　十　　　　　　　十十

　　　　＋＋＋＠＋＋＋

　　　　第5図　　①3南西都　　②＝北東部

あるいはその後に北西方向からの横圧力によつて，上昇

基盤塊の西側には多くの断暦と罹曲とを生じ，またこの

基盤塊上にも摺曲構造および断暦等を生じた。しかしな

がら，この地塊よりも東側においては，その縁辺に若千の

ひきずら的構造を生ずるのみで，この蓮動によつては著

しい櫻曲も断層も生じない。なおこの蓮動はおそらく爽

炭第三紀暦堆積期聞中を通じて行われたもリゼあり，か

つこの地塊の南西側が北東側よりも，また東側が西側よ

わも相対的の上昇蓮動量が大であつたと考える。このた

め，南西および東側に比較的下部の地暦が露出し，また

松浦三尺・大瀬五尺の炭質・炭暦の状況等の互に異なる

西川内一芳ノ浦地区においては，堆積環境が爾地、点にお

いて既に異つていたと思われる松浦三尺一大瀬五尺堆積

時期に，潜龍附近においては佐々川断暦に近接した同断

暦の爾側はおそらくなお同一堆積環境下にあつたのであ

り，また潜龍北方，　「長浜断暦」以北においてはこれよ

り南西においてみられるように顕薯な．「佐々川断暦」的

構i造線が見出だざれず，幾本かのよわ顕著ならざる構造

線が放射状に走つているにすぎなくなるでは浅）るまい

か。また佐々川ホル共ト西側にある目鉄鉱業矢岳鵬等クと

おい七知られているような，深部に行く程落差の大とな

る断厨ゐ存在も，井上の指摘ずる4）ように・あるいはこ

　4）、井上；筆者との討論
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のような基盤の塊状蓮動によるあもしれない。さらにか

かる基盤の塊状蓮動そのものが，北西方向からの横圧力

によるものとも考えられるo

以上は「佐々川断暦」に対する一？の過渡的考察にす

ぎず，多くの矛盾を内包し，同断暦ざらに佐世保（北松

浦）炭田全体に関する調査，研究は今後盆汝あらゆる方

面からこれを進める必要がある。ここに筆をおくに当

　り，多くめ教示を与えられた松下九大教授，三井鉱山田ド

代修一監査役，本所所員諸官に対し深甚の謝意を表し，

さらに再び資料の供与と公表の便を与えられた各肚に対

！し感謝の心をのべたい。

　　　　　　　　　（昭和26年3月検牧調査）
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丹波地区’炉材珪石調査報告

各論その5一殿田・山国・飯盛・鳥取各地区

安　齋　俊　男柴

R6sum6

BrickSilica－StoneDepos五tsintheTanba
District、V，（T・n・尋a，Yama騨ni，lim・ri

andTQttoriArea）

　　　　　　　by、

Toshio　Ansai．

　　　This　report　is　continued　from　the　gen【

　eral　descriptions　of　the　brick　silica－stone

　deposits　in｝tlhe　Tanba　district　given　by　T。

　An撃ai，S．Iwao　and　T。Okano。

　　　Brief　summary　of　geology，ore　reserves，

　of　ore　deposits，mining　features　and　chara－

　ct6rs　of　ores　in　the『area　are　given　with

　ilIustration　maps．

　この調査は昭和24年7月～8、月に丹波地区炉材珪石の

，綜合調査の一部として行つたものゼあ？て，記述の範囲

は京都府船井郡殿田地区，京都府北桑田郡山国村の鉱床

群，幅井県遠敷郡国名田村の品川飯盛鉱山の鉱床および

便宜，、鳥取県八頭郡若櫻町附近の鉱床群を包含している。

1．殿田地。区

　山陰線殿田駅を中心とする京都府般井郡世木村・五ケ

r
妊 村内には多くの炉材珪石鉱床が存在し，r兵庫県氷上郡

・紀多郡・京都天田郡とともに丹波珪石中の主要産地を

なしている◎　，

　今回はその1部，般岡山・森の山Φ概査を行つた。

　a・・位置および交通（第1図）

　世木村の鉱床は兵庫県多紀郡の鉱床と京都府山国地区

　＊鐘床部

の鉱床を結ぶ線上の中央に位し，殿田駅の南西に2km

の船岡から東文大向，天若に至る4kmの聞に分布し，

また殿田駅北東方の五ケ蕪村内にも分布がある。

船岡嘩・森の山は殿田駅から若狭街道沿いに南へ4km，

街道西側に位置する◎

b．、鉱　床

古生層の上盤チャート，下盤輝線凝次岩の赤白および

青白珪石鉱床で，この附近では概して地暦傾斜が緩いた

め，鉱床分布は地形に左右されて広い範囲内に不規則に

発達しているo

般岡山鉱床は比較的緩傾斜の丘陵地の西に開いた沢の

南側斜面に存在する。東西約50mに亘り4個の露出が

あり，傾斜ほ極めて緩くほとんど地表に澹つている。　　k

上盤チャートほ表土化し，厚ざ1～2m，鉱床は厚さ3

m内外と見られるが，著しく風化破砕ざれて，ツル＞・シ

ぞ容易に掘わ起すことができる。露出部より北の表土の

薄い部分では鉱体は原形を止めず，表土中から転石鉱と

して探取しう畜。この転石の存在範囲は東西50m以上，

南北20m以上で地表下1m位の深さまで存在する。　P

鉱体はなお南へ蓮続するものと見られるが，表土が厚

くなり，坑道作業の困難な点から多くを期待し得ない。　F

森の山は般岡山の南東に隣接する鉱床で水準も略幽同

一」にある。南向き緩斜面上部にあつて既に露天掘により

直径30m程度がスリバチ型に裸掘済みゼ，残鉱は北壁

に2ヵ所，巾3m，西に緩く傾斜して，レンズ1伏に露出

しているo
船岡山鉱床同様上盤のチャートは大半表土化し，鉱石、

も割目著しく3m以上め表土があつて今後の採掘は困難

である。1

c．鉱　石
赤白珪石ゼ赤色部は，暗色の小豆色を呈する。良質鉱
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